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第４章 水害と治水事業の沿革 
 

４－１ 既往洪水の概要 

 

１) 矢部川の洪水の原因 

矢部川流域の洪水は 6 月～7 月上旬にかけての梅雨前線によるものが多く、大規模な

洪水はほとんど梅雨期に発生している。このため、降雨は短時間に終わるものは少なく、

3～6日間にわたるのが普通で、一週間以上降り続くこともある。このような長雨で流域

が飽和状態にあるところに、短時間の豪雨があると大洪水となることが多い。 

既往最大の洪水となった平成 24年 7月洪水では、7月 11日～14日にかけて、福岡県、

熊本県、大分県を中心に記録的な豪雨が発生し、矢部川管内の黒木雨量観測所では 7 月

13 日 4 時から 14 日 14 時までの総降水量が 564mm、最大１時間雨量 94mm を記録した。 

そのため、矢部川国管理区間である柳川市六合地区で１カ所、矢部川派川沖端川（福

岡県管理）のみやま市本郷地区で２カ所の計３カ所で堤防が決壊し、矢部川の地域特性

のひとつである背後地には低平地が拡がっていることから、氾濫流は広域にわたり拡散

し、甚大な浸水被害が生じた。 

 

 ２) 洪水の歴史  

矢部川は、川底の浅い天井川であり、かつ堤防が完備していないため、藩政期には少

量の降雨によっても増水水害をもたらした。 

藩政期の水害記録に矢部川のみに関する洪水記録は少なく、同一地方である筑後川の

水害の記録をもとに、矢部川の水害を推定した。 

近年の治水事業は昭和 45 年に福岡県より直轄事業として引き継ぎ、同年に作成され

た工事実施基本計画に沿って改修工事が進められている。 

この工事実施基本計画は、昭和 28 年 6 月の大洪水を対象として定められたもので、

基準地点である船小屋で、基本高水のピーク流量を 3,500m3/s とし、そのうちの 500m3/s

を上流の日向神ダムでカットして、計画高水流量を 3,000m3/s としている。 

平成 9年の河川法改正を受け、河川整備の基本となるべき方針を定めた「矢部川水系

河川整備基本方針」を平成 19 年 11 月に策定し現在に至っている。 

しかし平成 24 年 7 月の九州北部豪雨では、基本高水のピーク流量を超える洪水が発

生し、社会及び地域経済に甚大な影響を与えたことから、地域特性を踏まえた治水対策

が急務となっている。 
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表-4.1 矢部川における既往水害記録（西暦 1600 年～1953 年（昭和 28 年）） 

【出典：矢部川の歴史 水利編】 
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３) 主要洪水の概要 

 

  ① 大正 10 年洪水 

「6 月 17 日前代未聞の大洪水を招き、矢部川星野川両流域に亘る二十一ヶ町村は、

突如暴戻なる氾濫の害を受けて、橋梁住宅の流失、堤防堰塘の決潰田畑林野の荒廃其

他人畜の死傷等各地挙て数ふ可からず。」これは当時の状況を記した「水害詩（八女郡）

大正 10 年」の第一章－諸言－の一節である。 

 

県・郡・町村災害土木費（八女郡内分）  （八女郡水害誌より） 

道路費 214,744 円、橋梁費 272,563 円、河川堤防費 254,773 円 雑費 5,090 円 

合 計 747,200 円    他に純県費災害土木費（橋梁架替・修繕費） 7,190 円 

（当時の橋梁架設費は「現 ４４２号 平橋の上流に残っている橋」 10,833 円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

図-4.1 大 正 １ ０ 年 洪 水 の 様 子 

【出典：八女郡水害誌】 
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  ② 昭和 28 年洪水 

矢部村では 2 日間の日雨量が 395ｍｍで 4 日間（25～28 日）総雨量が 924ｍｍにも

達し、黒木 602ｍｍ、星野 691ｍｍ、羽犬塚 564ｍｍを記録している。 

こうした豪雨で河川が氾濫し堤防は決壊、橋は流失し、山地では地すべりを起こし

家屋を破壊するといった状況が発生した｡ 

 

八女土木管内査定額（県・市町村分）     （八女郡水害誌より） 

河 川 288 ヶ所 552,827 千円、道 路 279 ヶ所 224,015 千円 

橋 梁  90 ヶ所 165,869 千円、砂 防   1 ヶ所     484 千円 

合 計 658 ヶ所 943,195 千円    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.2  昭 和 ２ ８ 年 洪 水 の 様 子 

【出典：八女郡水害誌】 
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  ③ 平成 2年洪水 

6 月下旬から九州南部にあった梅雨前線が北に移動し始め、7月 2日の深夜から雷を

伴って降り始めたが午前中にかけて豪雨となり、立花町全域と黒木町・矢部村の山間

部に集中し、立花町の上辺春観測所では 9時から 10 時にかけての時間雨量が 78ｍｍを

記録し、24 時間の最大雨量も 365ｍｍに達した。 

 

 

被災市町村     大和町、高田町、瀬高町、山川町 

被災総額      277 億 9000 万円   床下浸水 1,662 戸  床上浸水 484 戸 

                                                                                              

 

図-4.3  平 成 ２ 年 洪 水 の 様 子 

【出典：八女郡水害誌】 
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④ 平成 24 年 7 月洪水 

7 月 11 日～14 日にかけて、福岡県、熊本県、大分県を中心に記録的な豪雨が発生

した。筑後川流域、矢部川流域、菊池川流域、白川流域における雨量観測所において 4 

日間の期間降水量が 500 ㎜を超える記録的な降雨を観測し、1 時間雨量が 80 ㎜を超

えた観測所が 14 地点に達した。 

矢部川管内の黒木雨量観測所では、7 月 13 日 4 時から 14 日 14 時までの総降水量が

564mm となり、14 日の 9時～10 時の 1時間雨量が 94mm に達した。梅雨前線がもたらし

た豪雨により、矢部川水系矢部川の船小屋水位観測所（基準地点）において、観測史

上最高の水位を記録する洪水が生じ、以下に示す甚大な被害が発生した。 

特に全川にわたって計画高水位を上回り、矢部川本川 1 ヵ所で堤防が決壊し、柳川

市などにおいて浸水被害が発生したのを始め、支川沖端川では 2ヵ所で堤防が決壊し、

一部区間では越水するなど、同様に柳川市などにおいて浸水被害が発生した。浸水被

害は、矢部川沿川および沖端川沿川で 1,808 戸の家屋・事業所等が浸水した。 

 

浸水戸数 ：床上 697 戸、床下 1,111 戸 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-4.4  平 成 ２４ 年 洪 水 の 様 子 
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洪 水 名 洪 水 概 要 被 害 状 況 

大正 10 年 6月洪水 

 5 日頃揚子江流域に発達し東シナ海に停
滞した低気圧のため矢部川流域は飽和状態
であった。この時、16 日に揚子江に現れた
低気圧は東進するに従って発達し、北九州は
猛雨の包むところとなり、矢部川は多大の被
害を被った。 

浸水面積：13,504ha 

昭和 3年 6月洪水 

 23 日、25 日、28 日に発生した第 1、第 2、
第 3 の低気圧の東進により三度の豪雨がも
たらされ、多大の被害が発生した。特に、揚
子江流域に現れ、第 1の低気圧と同じ経路を
通った第２の低気圧は、勢力は弱かったが降
水量が多く平地で 200mm、山地で 300mm に達
した。 

浸水面積：18,950ha 

昭和 21 年 7月洪水 

 本洪水は黒木において 8 日の雨量
315.8mm、連続雨量 361.3mm に達し、短時間
に猛烈な強度の雨が矢部川全域に降り、全般
にわたって漏水崩壊、溢水による多大の被害
を生じさせた。 

堤防欠壊、破堤箇所 
左岸：山門郡、瀬高町、長
田地先 
右岸：山門郡、三橋町、棚
町地先 
 
浸水面積：10,845ha 

昭和 28 年 6月洪水 

 25 日から 29 日にわたる 4日間、梅雨前線
は九州本土を南北に移動し、しかも初期から
九州の中部と北部の間約 100km の狭い地域
に振動し時には停滞しつつ活動するという
例年と異なった様相を呈した。このため矢部
川は多大の被害を被った。 

浸水戸数 
 床下：15,896 戸 
 床上：10,138 戸 
 死者：26 人 

昭和 44 年 7月洪水 

 6 月 28 日以降、低気圧が九州北部に停滞
し、南方洋上から暖かい湿った空気の流入も
相まって、梅雨前線の活動が活発となり、矢
部川流域では強い雨が降り続き、特に 7月 1
日払暁には豪雨はピークに達した。 
 このため矢部川中・下流域では、異常出水
を記録し、多大の被害を被った。 

公共土木施設災害査定額 
 本 川：21 ヶ所、200
百万円 
 支派川：65 ヶ所、122
百万円 
 
一般災害額 
 2,542 百万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-4.2（1） 既 往 洪 水 の 概 要 
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洪 水 名 洪 水 概 要 被 害 状 況 

平成 2年 6・7月洪水 

 6 月 30 日に九州南部にあった梅雨前線は台
風 6 号が弱まった低気圧が九州西海上に接近
するにつれ、活発化し九州中部から北部へと
北上してきた。このため、7月 1日夕方から雨
脚が強まり、7 月 2 日(舞鶴雨量観測所で
230mm)、3 日(柴庵雨量観測所で 291mm)と矢部
川流域に強い雨が降り、河川の増水が著しく
なった。 
 この洪水の特徴は、飯江川・白木川を中心
に降雨が短期間に集中し、水位の急上昇をも
たらしたことであり、矢部川は多大の被害を
被った。 

浸水戸数 
 床上：484 戸 
 床下：1,662 戸 

平成 9年 5月洪水 

 14 日の低気圧の東進に伴い、南西に延びる
寒冷前線がゆっくり南下、前線に向かって暖
かく湿った空気が流れこみ前線の活動が活発
となった。 
 このため、14 日の朝に大雨となり、船小屋
水位観測所で 6.40m の最高水位を記録した。 

浸水戸数 
 床上：28 戸 

平成 9年 8月洪水 

 太平洋上にあった高気圧の勢力が弱まり、
九州から東へ後退したため、不安定な天気と
なっていた。5日に黄海にあった低気圧が東へ
遠ざかるとともに寒冷前線の南下で次第に強
い雨が降り出し、前線の九州付近の停滞によ
って、6日の明け方頃まで強い雨が断続的に降
った。 
 このため、8月 6日 8時には船小屋水位観測
所で 6.45m の最高水位を記録した。 

浸水戸数 
 床上：7戸 
 床下：7戸 

平成 11 年 6月洪水 

 28 日梅雨前線が九州南部付近に停滞してい
たが、九州北部では夜になって弱い雨が降っ
た程度であった。29 日午前中に低気圧が対馬
海峡を通過、これから延びる寒冷前線が午前
中に九州北部を通過し、各地に雷を伴った非
常に激しい雨をもたらした。 
 このため、6月 29 日 14 時 30 分には船小屋
水位観測所で最高水位 6.05m を記録した。 

浸水戸数 
 床下：6戸 

平成 24 年 7月洪水 

13 日朝まで対馬海峡に停滞していた梅雨
前線は、午後には朝鮮半島まで北上し、14 日
まで停滞した。前線に向かって暖かく湿った
空気が流れ込んだため、大気の状況が不安定
となり、13 日は佐賀県、福岡県を中心に 14 日
は福岡県、大分県を中心に非常に発達した雨
雲が次々と流れ込んだ。 
 このため、7月 14 日 9時 00 分には船小屋水
位観測所で最高水位 9.76m を記録した。 

浸水戸数 
 床上：697 戸 
 床下：1,111 戸 

表-4.2（2） 既 往 洪 水 の 概 要 



 4-9 

４－２ 治水事業の沿革 

 

１) 直轄改修工事以前 

矢部川の治水築堤事業については、和銅 6 年（713）筑後
ち く ご

国
のくに

初代
しょだい

国司
こ く し

となった

道君首名
みちのきみのおびとな

が、矢部川の築堤工事を行って、良田を作ったという記録が残っている。 

道君首名は、地域農民を動員して灌漑用溜池用の堤を築造し、開墾して耕作地を拡大

した。河宮野地区で分流した複数の流れになっていたのを、支川を廃川とすることで、

耕地化を図ったといわれている。 

本格的に施工が行われたのは慶長年間(1600)以降であり、田中吉政の入府により治水

工事が開始された。元禄 8年(1695)に田尻総馬らの手によりその後の水害防備林となり、

現在の公園となる「千間土居」が完成した。 

大正 3年から本格的に河川改修工事が開始され、矢部川第 1期河川改修工事（福岡県）

に着手し、昭和 2 年に完成した。その後、昭和 3 年の出水を契機に、昭和 4 年に矢部川

第 2期河川改修工事に着手し、昭和 14 年に完成した。また同年に船小屋左岸側に放水路

が完成した。 

また、昭和 21 年の出水を契機に、昭和 25 年に矢部川中小河川改修工事に着手し、昭

和 48 年に完成している。その間、既往最大となる昭和 28 年の出水を契機に、昭和 31 年

に日向神ダムの整備に着手、昭和 35 年に完成した。昭和 43 年には花宗川中小河川改修

工事に着手している。 

 

２) 直轄改修工事以降 

その後、昭和44年7月の出水を契機に昭和45年に福岡県より直轄事業として引継ぎ、

流下能力の向上のための築堤等の整備を実施している。その間、平成 2 年に瀬高堰が、

平成 10 年には松原堰が完成した。 

平成19 年11 月には、基準地点船小屋における基本高水のピーク流量を3,500m3/s と

し、そのうちの500m3/sを上流の日向神ダムで調節して河道への配分流量を3,000m3/s と

する「矢部川水系河川整備基本方針」を策定したが、平成 24 年 7 月の九州の豪雨災害で

は、基本高水のピーク流量を超える洪水が発生し、社会及び地域経済に甚大な影響を与

えたことから、平成 24 年 11 月に矢部川・沖端川激甚災害対策特別緊急事業が採択され

た。 
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年 号 西暦 事      項 

寛文 ４年 1664 矢部川筋井堰は上流から数年～数十年間隔で両藩が交互に１３ヶ所も築造している｡ 

〜       
弘化 元年 1844   
貞享 ２年 1685 花宗川筋井堰はこの間に立花藩によって築造されている。 
〜       
宝暦 １１年 1761   
明治 ３８年 1905 ６月梅雨前線豪雨により、災害が発生する｡ 

大正 ２年 1913 矢部川第１期河川改修工事、１０ヶ年計画作成（水田村船小屋から河口まで１３ｋｍ、大正３年から実施し、昭
和２年竣工、事業費６３万５８００円） 
〔現 筑後市船小屋〕 

 １０年 1921 ６月１７日、矢部川、星野川が大洪水に見舞われ、死者１７人、負傷者１３人、家屋も流失、橋梁・道路は流失、
決壊ヶ所が多く見られた。災害復旧工事にあたる。（明治１４年に制定された災害復旧制度） 

昭和 ３年 1928 ６月梅雨前線により災害が発生する｡ 

     尾島・船小屋停車場線が竣工する。〔現 筑後市、船小屋停車場線〕 

     田代・黒木線の道路改修工事が竣工する｡〔現 黒木町、岩野･黒木線〕 

 ４年 1929 矢部川第２期河川改修工事、１０ヵ年計画作成（水田村船小屋から上妻村祈祷院まで工事長Ｌ＝９ｋｍ、事業費
１２７万２０００円 昭和１４年竣工） 
〔現 筑後市、船小屋停車場・水田線〕 

     矢部川の船小屋左岸側に放水路が完成し、その上に中ノ島橋が架設される。（ＲＣ橋 橋長Ｌ＝５０ｍ） 
〔現瀬高町、国道２０９号の矢部川の放水路の中ノ島橋〕 

 １０年 1935 ６月梅雨前線豪雨により災害が発生する｡ 

 ２１年 1946 ７月梅雨前線豪雨により災害が発生する｡ 

     星野川災害対策工事（星野村、床固工 幅 W＝２ｍ、長さ L＝３１．８ｍ、事業費 １６万１０００円）に着
工、竣工する｡ 

 ２２年 1947 横山川災害対策工事（横山村、堰堤工 高さ H＝３．８ｍ、堰堤長 L＝２８．８ｍ 事業費 ２０万１００円）
に着工する｡「２３年度完成」 

 ２３年 1948 横山川災害対策工事（横山村、堰堤工 高さ H＝７．２ｍ、堰堤長 L＝３６ｍ 事業費 １４２万９９００円）
に着工する｡「２４年度完成」 

 ２４年 1949 横山川災害対策工事（横山村、本堤翼工 護岸工 L＝９ｍ 事業費 ２９万９３００円）に着工、竣工する｡ 

 ２５年 1950 矢部川中小河川改修工事（立花町白木川吐き口より工事長 L＝３３，０００ｍ、事業費 １１億３０００万円）
に着工する｡「４８年度完成」 

 ２８年 1953 ６月２６日九州地方を襲った梅雨前線豪雨より，河川は氾濫し大洪水となり甚大な被害を被り、災害復旧にあた
る｡ 

     被災の状況は，死者２９人、重・軽傷者２０９人、家屋全壊・流失１５４戸、家屋半壊・床上浸水２，５５７戸、
床下浸水９，３３６戸、非住宅被害９３３戸、罹災者総数６３，０４２人。（八女地方事務所集計） 

     矢部川 河川災害助成事業（工事長 L＝１４，９６３ｍ 事業費 ９億７６００万円）に着工する｡「３５年完
成」 

 ３５年 1960 日向神ダムが完成する｡「３月完成」 

 ３８年 1963 ３８年災 梅雨前線豪雨による災害が発生する｡ 

 ４３年 1968 花宗川中小河川改修工事（筑後市、工事長 L＝７，３５０ｍ 事業費 ８２億２５００万円）に着工する。 

 ４４年 1969 山ノ井川災害助成工事（筑後市、総工事長 L＝３，４５０ｍ 河川幅 W＝１１～２５ｍ 総事業費 ４億７２
００万円）に着工し、４７年の大雨で上流側堤防が決壊したため関連工事として、工事長 L＝５９０ｍを工期を
延長し施工する。「５０年完成」 

 ４６年 1971 矢部川河川改修（広域基幹）工事（八女市・立花町、築堤・護岸・橋梁・井堰工 工事長 L＝６，７００ｍ）に
着工する｡ 

 ４８年 1973 矢部川中小河川改修工事広瀬堰（筑後市・瀬高町、事業費６億７，７００万円）に着工する｡ 

     ４８年災 ６号台風、梅雨前線豪雨により災害発生する｡ 

 ５１年 1976 ５１年災 梅雨前線、１７号台風に伴う豪雨による災害発生する｡ 

 ６１年 1986 山の井川 河川局部改良工事（八女市、築堤・護岸・橋梁・井堰工、工事長 L＝１，３００ｍ 事業費 ６億６
０００万円）に着工する｡「１１年度完成」 

 

 

表-4.3(1) 矢 部 川 に お け る 治 水 事 業 の 沿 革 
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年 号 西暦 事      項 

平成 ２年 1990 ７月２日梅雨前線豪雨により、八女土木管内、特に立花町では時間雨量が７９ｍｍを記録し、河川は氾濫し松尾
地区では地すべりが発生し甚大な被害を被った｡ 

     辺春川 河川災害助成工事（立花町、工事長 L＝１０，８９０ｍ、事業費 ９６億２０００万円）に着工する。 

     白木川 河川災害助成工事（立花町、工事長 L＝９，５１０ｍ、事業費 ７７億３０００万円）に着工する。 

 ３年 1991 辺春川 河川改修（広域基幹）工事（立花町、築堤・護岸・橋梁・井堰工 工事長 L＝１，７３０ｍ）に着工す
る。 

     ９月１４日台風１７号、２７日１９号と北部九州を連続して直撃し、家屋や農産物、特に山林立木に甚大な被害
を受ける。 

 ６年 1994 笠原川 地方特定河川環境整備工事（黒木町、築堤・修景工 工事長 L＝２６０ｍ、事業費 １億６０００万円）
に着工する｡「８年度完成」 

     山の井川 郷土の水辺整備工事（筑後市、築堤・護岸・修景工 工事長 L＝５００ｍ、事業費 ４億４０００万
円）に着工する｡「１２年度完成」 

     星野川 ふれあい護岸公園（上陽町、北川内公園下の河川右岸流域 L＝５２７ｍの河川敷）が竣工する｡ 

 ８年 1996 筑後広域公園事業（筑後市、瀬高町）が認可される｡ 

     矢部川の船小屋周辺に、面積１９４．７ｈａ（管内１２１．７ｈａ） 事業費１００億円 「１８年完成（１６
年一部開園）予定」 

 １１年 1999 筑後広域公園「起工・記念植樹」式を柳川土木・八女土木と筑後市・瀬高町の実行委員会により矢部川の中の島
公園で実施する｡ 

 ２４年 2012 ７月１４日梅雨前線豪雨により、特に黒木雨量観測所では時間雨量が９４ｍｍを記録し、柳川市では堤防が決壊
し甚大な被害を被った。 

     矢部川・沖端川激甚災害対策特別緊急事業（矢部川・沖端川 工事長 L＝２３，２００ｍ、事業費 １９５億円）
に着工する。 

 

表-4.3(2) 矢 部 川 に お け る 治 水 事 業 の 沿 革 
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第５章 水利用の現状 
 

５－１ 水利用の変遷と現状 

河川水の利用については、そのほとんどが農業用水に利用され、約 13,000ha の農地

を潤している。都市用水や工業用水の利用はわずかであり、発電用水については、洗玉
せんぎょく

・

木屋
こ や

・新矢部川・大渕
おおぶち

の 4 ヶ所の発電所により総最大出力約 15,000kW の電力が供給され

ている｡ 

船小屋地点から下流の既得水利としては、農業用水として、5.066m3/s の許可水利お

よび約 4,700ha の慣行水利、漁業雑用水として 3件の許可水利がある。 

 

表-5.1 矢部川水系における水利権一覧表 

水利使用目的 件数 水利権量計 (m3/s) 
かんがい面積
（ha） 備 考 

農業用水 
許可 11 58.3450 8,713.79  
慣行 34 24.6830 4,430.36  
合計 45 83.0280 13,144.15  

工業用水 7 0.1340 －  
発電用水 4 21.1700 － 発電最大出力 15,340kW 
水道用水 1 0.0094 －  
その他 4 0.1670 －  
合 計 61 104.5084   

【出典：九州地方整備局資料】 

 

 

 

 

 

 

その他
（0.2%）

工業用水
（0.1%）発電用水

（20.3%）

農業用水
（79.4%）

図-5.1 矢部川水系の水利用の割合 
※上流の廻水路で迂回する分の水利権は除く 
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筑後平野における農業用水の利用は、天井川である特性を活かし、筑後川支川の花宗

川や矢部川派川の沖端川等を経由してクリーク網へと補水されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.2 筑後平野のかんがい区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.3 筑後平野の横断模式図 
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 筑後大堰 

花宗堰 

矢部川流域 

日向神ダム 

筑後平野かんがい区域 
（矢部川掛かり） 

筑後平野かんがい区域 
（筑後川掛かり） 

廻水路でバイパス 

廻水路 

A 

B 

感潮区間(昭60年以前)

23K 

32K

感潮区間(昭60年以降) 
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図-5.4 矢部川水系の主な水利用の現況模式図 

白木川

辺春川

唐ノ瀬廻水路

星野川

込野廻水路

惣川内廻水路

田代川黒木廻水路

笠原川

馬渡廻水路
三ヶ名廻水路

剣持川花巡廻水路

日向神ダム

飯江川

花宗川

5.08m
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(農）三ヶ名堰 4.166m

< 花・許 >
(農）馬渡堰 0.055m

(農)黒木堰 6.74m

（農）込野堰 6.045m

（農）惣川内堰 6.46m

(農)唐ノ瀬堰 16.448m

(農)花宗堰 11.507m

(農）広瀬堰 4.086m

松原堰

(農)下名鶴堰 1.687m

(農)干出堰 3.379m

(農）瀬高用水樋管0.6m

(発）新矢部川発電所 1.5m

(発)木屋発電所 6.0m

(発）大渕発電所 12.0m

（農）中の井堰

<山・許>
(農)山の井堰

2.705m

(農）岩神堰
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(農)二ツ川堰
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流 入
廻 水 路
取 水

沖
端
川

矢
部
川

感
潮
区
間

< 柳・許 >
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（工）ﾎﾟﾋﾟｰ製紙 m0.007
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矢部川の水利用における特徴は、廻水路やクリークといった独特の複雑で高度な水

利慣行が、今なお維持されていることである。上流部に位置する「廻水路」は、藩政

時代、矢部川をはさんで久留米藩・柳川藩がそれぞれ自ら設けた堰の水を、他藩に落

とさないようバイパスを設けたもので、当時の激しい水争いの歴史を物語っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：矢部川の歴史 水利編 加筆】 

図-5.5 矢部川筋井堰及び廻水路模式図 

 

写真-5.1 廻水路の状況（黒木廻水路） 

矢部川 

廻水路 

久留米藩廻水路延長13.4km

柳川藩廻水路延長14.7km

○堰築造・改築の順番

【廻水路模式図】

（
久
留
米
藩
）

（
柳
川
藩
）

柳川藩
築造堰

その他久留米藩
築造堰

① ⑤③

④②

⑥

⑦
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一方、下流部では、広大な筑後平野の稲作に必要な水を確保するため、低平地の特

性を活かした「クリーク」が網の目のように発達し、各々の水田で取水・還元が繰り

返される「反復利用」が行われている。また、矢部川等からの取水は、操作方法、取

水位置等において不文の慣行が成立し、現在においても守られている。なお、かぎり

ある河川水を有効に利用するため、上流地区が水を使わないかんがい期前に、下流域

へ通水し、クリークに貯留する「春水
はるみず

」と言われるゆずり合いの慣行も存在している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.6 下流のクリーク地帯及び春水配水区域 

クリーク地帯 
春水配水区域 

田

還
元

取
水

河川 クリーク

水路

田

還
元

取
水

河川 クリーク

水路

田

還
元

取
水

河川 クリーク

水路

沖端川

クリーク網

○：樋管
□：堰たい
■：樋管＋堰たい

太田川

沖端川

クリーク網

○：樋管
□：堰たい
■：樋管＋堰たい

太田川

図-5.7 クリーク網 
出典：「水の造形」加藤仁美著 p117 

作図 坂本紘二 

図-5.8 クリークの反復利用のイメージ 

 

写真-5.2 花宗川の配水施設 
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５－２ 渇水被害と渇水対応の現状 

近年における渇水被害としては平成 6年が挙げられるが、平成 6年渇水時の状況は以

下のとおりであり、大きな被害には至らなかった。 

 

○平成 6年渇水時の状況 

北部九州地域の平成 6 年の梅雨明けは、平年より約 18 日早い 7 月 1 日であり、雨量

観測所黒木の期間中の降雨量は、206mm と少なく、7月以降 9月までも晴天猛暑が続き 3

ヶ月の総降雨量は 214mm と平年値の約 25％と少なく、大渇水となったものである。 

渇水の対応として、渇水調整協議会を開催し、日向神ダムからの放流等の対策を行っ

ている。 

日向神ダムでは 7 月はじめから制限水位以下の農業用水の放流を行っていたが、7 月

23 日には農業用水の 7,300 千 m3を使い果たしている。その後、発電の死水容量の放流を

行ったが、8月 1日には死水容量 1,500 千 m3を使い果たしている。その後、8月 24 日か

ら 9月 5日まで堆砂容量 800千 m2から緊急放流を行うなどの対応を行うことにより渇水

を乗り切っている。農水の被害状況としては、以下のとおりとなっている。 
 

花宗用水組合（花宗川上流沿川の農地用水管理） 

花宗川筋の全域において、7月 19 日から 9月 30 日まで配水制限を行った。流量の配分施
設の支配面積によって調整した。被害は特になし。 
 

柳川市外 3ヵ町土木組合（現柳川市みやま土木組合） 

（沖端川沿川及び矢部川左岸の農地用水管理） 
7月7日から10月15日まで各堰で毎日水位を測定し、地区の状況に応じて随時調整した。
被害は柳川市両開

りょうかい

（大浜町、有明町、吉富町）および橋本町一帯において、収穫に 1 割
程度の減少が見られた。 
 

花宗太田用水組合（花宗川下流沿川の農地用水管理） 

矢部川からの取水量がないため、規則的な取水制限はできなかった。そのため、上流優先
で取水が行われた。柳川市の昭代地域および大川新田の一部で黒乾、白乾状態が見られた
が、その後の降雨で枯死までいたらず、収穫に 1割程度の影響が見られた。 

 

渇水時においては、互譲の精神による水利用調整やクリークの高度利用により、大き

な被害は回避されているものの、平成６年渇水の翌年には、稚アユの遡上量に減少が見

られたことから、稚アユ放流量の増量対策が行われるなど、必ずしも河川環境上望まし

い流量が確保できていたとは言えない。 
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表-5.2    近年の日向神ダム緊急放流の実施事例 

実 施 時 期 目 的 実 施 期 間 補給量 

平成 14 年 6月～平成 14
年 9月 22 日 

農水補給 92 日間 17,800 千ｍ3 

 

 

表-5.3    渇水年の日向神ダム死水放流状況 

年 度 月  日 日数 放流量(m3) 
期間中 
平均水位 

月雨量
(mm) 

S 39 9/23～25 ３ 546,000 274.67 81 
S 42 9/4～30 

10/1～17 
２７ 
１７ 

2,810,000 
1,080,000 

267.57 
267.57 

9 
101 

S 43 6/2～29 ２７ 2,850,000 269.88 93 
S 44 9/19～30 

10/1～12 
１１ 
１１ 

2,120,000 
1,200,000 

269.86 
269.64 

148 
49 

S 52 9/18～30 １２ 2,892,000 268.49 113 
S 53 9/5～10/10 ３５ 3,156,192 268.50 49 
S 57 6/28～7/8 １３ 478,000 273.65 91 
H ２ 9/2～19 １８ 4,787,000 268.18 229 
H ６ 7/23～31 

8/1～30 
9/1～21 

８ 
３０ 
２１ 

2,877,900 
29,255,000 
2,452,022 

270.69 
269.08 
266.15 

91 
53 
164 
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○渇水調整協議会 

矢部川には平成 6年渇水まで渇水調整協議会が設立されていなかったこと、ダムの堆

砂容量はもともと利水目的には入っておらず、この利用にあたっては河川管理者の判断

が必要であることなどから、渇水時における関係利水者間の水利使用の調整を円滑に行

い、合理的な水利使用の推進を図ることを目的として、平成６年 8月 23 日に渇水調整協

議会が設立された。 

渇水調整協議会委員は下表に示すとおりである。 

 

表-5.4 矢部川水系渇水調整協議会委員名簿 

関係行政機関 委  員 

九州地方整備局 筑後川河川事務所長 
筑後川河川事務所 事業対策官 

福 岡 県 南筑後県土整備事務所柳川支所長 
八女県土整備事務所長 
日向神ダム管理出張所長 
筑後農林事務所長 
有明海研究所長 
内水面研究所長 

み や ま 市 市 長 

八 女 市 市 長 

筑 後 市 市 長 

柳 川 市 市 長 
大 木 町 町 長 

大 川 市 市 長 

【出典：矢部川水系渇水調整協議会規約】 
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渇水調整協議会は、定例会を毎年 1 回、原則として 5 月（田植え時期前）に開催し、

その他会長が必要と認めたとき、若しくは委員の要請があった場合に開催される。 

渇水調整協議会の開催状況を以下に示す。 

 

表-5.5 矢部川水系渇水調整協議会の開催状況 

年  度 開催日 会  議 決定内容 
平成 6年度 8/23 設立総会、第１回協議会 ・かんがい向けに死水容量 80 万

m3を放流決定 
平成 10 年度 9/21 第２回協議会 ・かんがい向けに死水容量 1,500

千 m3を放流決定 
平成 14 年度 8/27 第１回幹事会 ・情報交換 

9/2 第２回協議会 ・節水調整を行い、かんがい向
けに有効貯水容量を放流決定 

9/5 第２回幹事会 ・情報交換 
9/9 第３回協議会、第３回幹事会 ・節水調整を行い、かんがい向

けに有効貯水容量を放流継続
することを決定 

9/18 第４回幹事会 ・節水調整を行い、有効貯水容
量が０になるまで放流する。 
・貯水量が０になった以降は流
入量＝放流量とする。 

10/11 第５回幹事会 ・渇水調整終了 
平成 16 年度 6/24 第１回幹事会 ・節水調整を行い、かんがい向

けに有効貯水容量を放流決定 
平成 17 年度 6/13 第１回幹事会 ・節水調整を行い、かんがい向

けに有効貯水容量を放流決定 
6/21 第２回委員会 ・節水調整を行い、かんがい向

けに有効貯水容量を放流継続
することを決定 
・貯水量０になった場合は死水
容量が活用できるよう福岡県
が調整を図る。 

7/5 第２回幹事会 ・渇水調整終了 
9/2 第３回幹事会 ・節水調整を行い、かんがい向

けに有効貯水容量を放流決定 
平成 20 年度 8/13 第１回幹事会 ・節水調整を行い、かんがい向

けに有効貯水容量を放流決定 
平成 21 年度 6/23 第１回幹事会 ・節水調整を行い、かんがい向

けに有効貯水容量を放流決定 
9/9 第２回幹事会 ・節水調整を行い、かんがい向

けに有効貯水容量を放流決定 
9/17 第３回幹事会 ・節水調整を行い、かんがい向

けに有効貯水容量を放流決定 

※決定事項のなかった定例会は記載していない。 
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５－３ 水利用に係わる今後の方向性 

矢部川水系では、上水道用水、工業用水、発電用水、農業用水、その他雑用水が取水

されている。用水毎の水需要の動向は以下のとおりである。 

 

○上水道用水 

矢部川での上水道用水は、黒木町の簡易水道 1 件、0.0094m3/s が取水されている。福

岡県資料「防災及びエネルギー・水安定供給調査特別委員会資料 福岡県における水事

情について 平成 25 年 7 月」によると、今後、筑後地域での上水道用水の需要は増加傾

向と予測されている。 

 

○工業用水 

矢部川での工業用水は、7 件、0.134m3/s が取水されている。福岡県資料「防災及びエ

ネルギー・水安定供給調査特別委員会資料 福岡県における水事情について 平成 25 年

7 月」によると、今後、筑後地域での工業用水の需要は増加傾向と予測されている。 

 

○発電用水 

矢部川での発電用水は、4 件、21.17m3/s が取水されている。日向神ダム建設後、出

力規模、使用水量ともほとんど変化していない。また、今後新たな発電所建設等も予定

されていない事から、矢部川における発電用水の需要の大幅な増加はないものと考えら

れる。 

 

○農業用水 

矢部川での農業用水は、許可水利 11 件、最大取水量合計 58.345m3/s が取水されてい

る。福岡県資料「防災及びエネルギー・水安定供給調査特別委員会資料 福岡県におけ

る水事情について 平成 25 年 7 月」によると、今後、筑後地域での農業用水の需要は

減少傾向と予測されている。 
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第６章 河川状況と水質 
 

６－１ 河川流況 

 

矢部川の主要地点の船小屋における昭和 53 年から平成 24 年までの過去 35 年間の平

均低水流量は 4.62m3/s、平均渇水流量は 2.53m3/s、10 年に 1回程度の規模の渇水流量は

1.10m3/s となっている。 

 

表-6.1 船小屋地点流況表（昭和 53 年～平成 24 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 昭和53年 ① 7.25 4.90 3.28 1.85 1.11 ① 6.88
2 昭和54年 12.29 7.62 5.31 2.26 ② 0.79 21.41
3 昭和55年 28.18 12.48 7.47 4.02 1.37 42.10
4 昭和56年 19.38 12.98 6.36 3.90 3.43 23.80
5 昭和57年 12.11 8.08 5.17 2.49 1.69 22.68
6 昭和58年 21.48 10.98 6.65 4.31 3.08 23.22
7 昭和59年 11.59 6.35 4.70 3.10 2.31 16.20
8 昭和60年 18.15 8.80 5.48 3.08 2.13 27.50
9 昭和61年 13.58 6.72 4.44 2.71 1.56 24.82
10 昭和62年 21.90 11.96 7.54 4.41 2.78 29.12
11 昭和63年 15.96 7.08 4.04 2.27 1.52 18.52
12 平成元年 19.68 9.35 4.37 2.43 1.76 18.80
13 平成２年 15.72 7.17 3.91 2.46 2.01 19.50
14 平成３年 24.92 7.58 4.44 2.36 1.97 28.22
15 平成４年 15.97 6.42 3.64 2.20 1.95 13.19
16 平成５年 31.05 11.32 5.63 2.93 1.78 43.47
17 平成６年 ② 8.24 4.80 ① 1.96 ① 0.71 ① 0.51 6.97
18 平成７年 11.18 ③ 4.79 ② 2.62 ② 1.01 ③ 0.83 ② 20.68
19 平成８年 10.17 6.09 4.47 2.14 1.46 18.35
20 平成９年 19.67 10.01 6.32 3.82 3.31 35.01
21 平成10年 23.53 12.24 3.92 2.50 1.17 22.44
22 平成11年 12.60 ① 4.66 ③ 2.83 ③ 1.10 0.84 22.59
23 平成12年 12.04 6.87 4.58 1.95 1.43 13.93
24 平成13年 11.81 6.57 4.40 1.79 1.29 21.63
25 平成14年 12.69 6.26 3.83 2.42 2.04 ③ 13.00
26 平成15年 19.04 8.73 5.13 2.91 1.96 22.24
27 平成16年 18.35 7.55 4.81 2.17 1.38 20.73
28 平成17年 11.65 6.72 3.77 2.20 1.99 14.16
29 平成18年 21.24 9.40 5.12 2.65 2.00 25.71
30 平成19年 ③ 8.57 ② 4.70 3.26 1.80 1.57 17.56
31 平成20年 13.03 6.97 4.35 2.51 1.89 16.79
32 平成21年 11.37 5.80 4.27 2.83 2.45 20.91
33 平成22年 15.70 7.89 4.67 2.19 1.77 20.08
34 平成23年 15.04 7.24 4.73 2.79 2.28 25.92
35 平成24年 13.79 6.90 4.32 2.36 1.47 27.29

最大 21.24 9.40 5.13 2.91 2.45 27.29
最小 8.57 4.70 3.26 1.80 1.38 14.16
平均 14.78 7.19 4.44 2.44 1.88 21.14
最大 31.05 12.98 7.54 4.41 3.43 43.47
最小 7.25 4.66 1.96 0.71 0.51 6.88
平均 15.97 7.83 4.62 2.53 1.80 21.87

4位/35年 10.17 4.80 3.26 1.79 0.84 13.19
3位/35年 8.57 4.79 2.83 1.10 0.83 13.00

近年10ヵ年
（H15-H24)

全資料
（S53-H24)

1/10
(S53-H24)

最小 年平均
（m3/s） （m3/s） （m3/s） （m3/s） （m3/s） （m3/s）

№ 年
豊水 平水 低水 渇水
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６－２ 河川水質 

 

矢部川水系における水質環境基準の類型指定は、表-6.2、図-6.1 に示すとおりである。

矢部川本川の環境基準点である浦島橋、船小屋、上矢部川橋における水質を、BOD75%値

で見ると、近年は環境基準を満足している。また、日向神ダムについては、COD75%値で

見ると、近年は概ね環境基準程度で推移している。 

 

表-6.2 矢部川における環境基準類型状況 
水域の範囲 類型値 達成期間 環境基準点 指定年月日 摘要 

矢部川 
瀬高堰上流 A イ 船小屋、上矢部川橋 

平成 18年 3月 31
日見直し（昭和
47 年 4 月 20 日） 
 

福岡県 

瀬高堰下流 B イ 浦島橋 
楠田川 B ハ 三開堰 

飯江川 
高田堰上流 A イ 古賀橋 
高田堰下流 C イ 丁字橋 

沖端川 
磯鳥堰上流 A イ 磯鳥堰 
磯鳥堰下流 C ハ 三明橋 

塩塚川 B イ 晴天大橋 
白木川 A イ 山下橋 
辺春川 A ハ 中通橋 
星野川 A イ 星野川橋 
日向神ダム 湖沼 A イ ダムサイト 
河川類型値：Ａ＝ＢＯＤ濃度 2mg/ｌ以下   Ｂ＝ＢＯＤ濃度 3mg/ｌ以下 Ｃ＝ＢＯＤ濃度 5mg/ｌ以下 
湖沼類型値：Ａ＝ＣＯＤ濃度 3mg/ｌ以下   Ｂ＝ＣＯＤ濃度 5mg/ｌ以下 Ｃ＝ＣＯＤ濃度 8mg/ｌ以下 
達成期間：イ＝直ちに達成  ロ＝5年以内で可及的すみやかに達成  ハ＝5年を超える期間で可及的速やかに達成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.1 矢部川水系における環境基準類型指定状況 
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（注）船小屋、浦島橋（国土交通省測定）の BOD75％値は年で、上矢部川橋（福岡県測定）の BOD75％値および日向神ダ

ムの COD75％値は年度で整理。 

図-6.2 矢部川本川における水質経年変化 
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第７章 河川空間の利用状況 
 

７－１ 河川の利用状況 

 

矢部川は、水遊び・釣りをはじめとする各種レクリェーションに利用され、特に夏は

多くの人が訪れるところである｡ 

中流域にある船小屋温泉は古くからの温泉地であり観光客で賑わう｡この船小屋温泉

付近にある中ノ島公園は矢部川の清らかな流れと、生い茂るクスノキ林で矢部川の中で

も最も利用者が多いところである｡ 

上流にかけて、矢部川はアユ釣りの宝庫として、多くの釣り客が訪れ、さらに上流の

日向神ダムは、その見事な紅葉とダム周辺のキャンプ場として、訪れる人が多いところ

である｡ 

矢部川はまた生活の場にもなっており、下流の中島地区は、有明海をはじめとする漁

業の町で、矢部川は舟溜まりとして活気を呈している｡ 
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７－２ 河川敷の利用状況 

 

矢部川の河川空間は、中流区間の一部を除いて、高水敷幅が狭く、利用には制約があ

る。 

占用状況としては、公園として 4 件約 7.4ha、運動場として 2 件約 0.6ha、また採草

地として 2件約 7.7ha が利用されている。 

平成 21 年度に矢部川の国管理区間で実施した「河川水辺の国勢調査（河川利用実態

調査）」による河川空間利用者数は年間約 29 万人と推定されている。 

図 7-1 に示すように矢部川における利用形態は、散策、釣り、水遊びなど多岐にわた

って多くの人々に利用されている。特徴として、利用場所が高水敷、堤防で約７割を占

めていることが挙げられ、豊かな緑をもつ矢部川の河川空間が沿川住民・観光客にとっ

て手軽に自然と触れ合える場として利用されていることを示している。 

矢部川の利用状況をみると、船小屋の中ノ島公園を中心として、瀬高堰より上流に集

中しており、夏の水遊び、魚釣りをはじめとし、バーベキュー・ゲートボール等に、ま

た遠足、写生大会の場として利用されている。 

矢部川の清い流れ、豊かな緑をもつ河川空間は、沿川住民・観光客にとって手軽に自

然とふれあえる場として四季を通して住民の憩い・やすらぎ・レクリェーション等の親

水空間として利用されている。 

 

 

 

種類 名称・種別 許可受者 面積（㎡） 位 置 

公園 

筑後広域公園 福岡県知事 15,601.0 右岸 12/9～13/7 
中ノ島公園 福岡県知事 50,654.0 左岸 15/0～16/0 

（多目的広場）公園 筑後市長 6,676.1 
右岸 14/8～15/1 
右岸 15/7～16/0 

（今福）親水性公園 みやま市長 1,172.0 (飯江川)左岸 1/4 

運動場 
矢原運動広場 八女市長 5,764.5 右岸 19/1～19/3 
グラウンド 八女市長 709.9 右岸 18/8 

採草地 
採草地 みやま市長 45,025.0 左岸 7/8～9/2 
〃 柳川市長 31,569.0 右岸 8/42～9/12 

 

 

表-7.1 河 川 敷 占 用 状 況 

【出典：河川利用実態調査（H22）】 
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図-7.1 河 川 利 用 実 態 調 査 結 果 

【利用形態別の利用者割合】 【利用場所別の利用者割合】 

【出典：河川利用実態調査（H22）】 

図-7.2 河 川 区 分 ご と の 河 川 利 用 状 況 

【下流域】 【中流域】 【上流域】 

下流部での釣りの様子 

下流部での散策の様子 

船小屋温泉大橋下での水遊び 

中ノ島公園の様子 

黒木町の大フジ 

日向神峡 
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８．河道特性

矢部川は、その源を福岡､大分、熊本の 3 県にまたがる三国山（標高 994m）に発し、

日向神峡谷を流下し、中流域において支川星野川を合わせ、さらに辺春川、白木川、飯

江川等を合わせながら筑後平野を貫流し、下流域において沖端川を分派して有明海に注

ぐ、幹川流路延長 61km、流域面積 647km2の一級河川である。 

河床勾配は、上流部では約 1/80～1/200 程度と急勾配であり、中流部で約 1/350～

1/700 程度、下流部では約 1/2,000～1/10,000 程度と緩勾配となっている。 

-10.0

40.0

90.0

140.0

190.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

下流域

花宗堰

中流域

セグメント 3 セグメント 2-1 セグメント 1 セグメント M

上流域

瀬高堰

図-8.1 矢部川の河床勾配（最深河床高） 

国管理区間 

標
高(

m
)
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37/600 付近（山間部） 
河床は岩が主となり、瀬・淵が連続する。
山間部を蛇行しながら流下する。

24/800 付近（氾濫原区間） 
河床は礫が主となり、平瀬を形成している。 
流れは速く川幅は変化に富み細流等がみられる

15/300 付近（基準地点：船小屋） 
河床は礫が主となり、瀬・淵が連続する。
河畔林が多く、多様な生息環境を有する。

図-8.2 矢部川の河道状況 

10/400 付近（湛水区間） 
堰が連続し湛水している区間。流れも穏やか
で安定している。

5/400 付近（飯江川合流点） 
感潮区間でガタ土が堆積している。汽水域
の干潟にはヨシ群落が繁茂している。

0/000 付近（河口） 
ガタ土が堆積する干潟区間である。有明海
特有の生物が生息する。
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第９章 河川管理の現状 
 

９－１ 河川管理区間 

 

矢部川は、幹川流路延長 61km の一級河川であり、本川の河口より 19.4km 区間と飯

江川 3.6km、楠田川 0.2km の合計 23.2km を国が管理している。 

 

 

 

河川名 上流端※ 下流端 延長 

矢
や

部
べ

川
かわ

 

左岸：福岡県山門郡瀬高町大字 
廣瀬字堤谷 739 番の 2地先 

右岸：八女市大字矢原字二ノ辻 
561 番の 1地先 

海に至る 19.4km 

飯
は

江
え

川
がわ

 
福岡県山門郡瀬高町大字太神字 
中島 2727 番の 3地先の町道橋 

矢部川への合流点 3.6km 

楠
くす

田
だ

川
かわ

 

左岸：福岡県三池郡高田町大字江浦字 
立花 1762 番の 1地先 

右岸：福岡県三池郡高田町大字徳島字 
安政 1067 番地先 

矢部川への合流点 0.2km 

河川計   23.2km 

0m 2km 4km 6km

久留米市

広川町

うきは市

大木町

大川市

大牟田市
おおむた

柳川市
みやま市

筑後市

八女市
や め

ちくご

やながわ

佐賀県

熊本県

大分県

福岡県

南関町

沖端川沖端川

塩塚川塩塚川

矢部川矢部川

星野川星野川

飯江川飯江川

楠田川楠田川

白木川白木川

辺春川辺春川 田代川田代川

笠原川笠原川

剣持川剣持川

日向神ダム日向神ダム
ひゅうがみ

はえ

おきのはた

しおつか

へばる

しらき

くすだ

横山川横山川

かさはら

福岡県

大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県

佐賀県

長崎県

船小屋船小屋
ふなごや

有
明
海

河口河口

三国山
（標高994m）

みくに安手橋安手橋
やすでばし

凡　例
：基準地点
：主要地点
：矢部川流域
：県界
：市町村界
：国管理区間

国管理区間（延長 23.2km） 

図-9.1 矢部川水系の国管理区間 

表-9.1 矢部川水系の国管理区間 
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国管理区間の河川区域面積は、合計 537.98ha であり、そのうち官有地は 95.5％を占

め、民有地は 4.5％が使用されている。 

内訳は、低水敷が約 44.4％、堤防敷が約 30.3％、高水敷が約 25.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

矢部川
水系 

低水敷（1号地） 堤防敷（2号地） 高水敷（3号地） 計 
官有地 民有地 官有地 民有地 官有地 民有地 官有地 民有地 

面積
（ha） 

238.6 0.0 163.11 0.0 112.19 24.08 513.9 24.08 

比率（%） 100 0 100 0 82.3 17.7 95.5 4.5 

表-9.2 国管理区間内の管理区域面積    （単位：ha） 
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９－２ 河川管理施設 

    

堤防や護岸は、経年的な老朽化や不同沈下、降雨・浸透・洪水・地震等の自然現象、

車両乗り入れ等人為的な影響を受けることにより、変形やクラック等が発生し、放置

すると洪水時の変状拡大や大規模な損傷に繋がる。また水の浸透等によって、クラッ

クや堤体土質のゆるみの進行に繋がり、堤防の弱体化をまねく恐れがあり、矢部川で

は、堤防の変状や漏水とともに護岸の老朽化が確認されており、適切な維持管理が必

要である。 

また、矢部川では堰、樋門・樋管、排水機場など「57」の施設があり、これらの施

設は、昭和 40 年（1965 年）～昭和 60 年（1985 年）代に築造されたものが多い状況で

ある。 

洪水、高潮等に対して所要の機能が発揮され、円滑な施設操作が図られるよう、平

常時から巡視・点検等を行い適正な管理に努めるとともに、ライフサイクルコストの

縮減も検討し長寿命化に繋がるよう計画的に補修を行い、各施設の機能を良好な状態

に維持していくこととしている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樋門樋管 水門 排水機場 堰 陸閘門 

33 1 2 4 17 

表-9.3 矢部川 国河川管理施設数 
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９－３ 河道内植生 

 

矢部川の河川区域内の植生については、植生の有する治水機能・環境機能を十分に考

慮して、定期的に調査・点検を行い、適切に管理している。 

特に船小屋上流部の河道内樹木は、藩政時代の堤防強化のために植栽されたもので、

矢部川中流部の原風景となっている。また、当該区間はゲンジボタルの発生地としても

有名であり、治水と環境の調和を図る方向にて管理している。 
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９－４ 水防体制 

 

１) 河川情報の概要 

矢部川では、流域内にテレメータ雨量観測所６箇所、テレメータ水位観測所８箇所を

設置し、迅速に情報収集するとともに、これらのデータを用いて河川の水位予測等を行

い、流域住民の防災活動等に活用している。 

また、常に河川の状況等を把握するための CCTV カメラ（４箇所）を設置し、事務所

ホームページで閲覧可能としている。 

 

２) 水防警報の概要 

矢部川では、洪水・高潮による災害が起こる恐れがある場合に、各水位観測所の水位に応

じ水防管理者に対し、河川の巡視や災害の発生防止のための水防活動が迅速かつ、的確に行

われるよう水防警報を発令している。 

 

 

【出典：国土交通省ホームページ http://www.river.go.jp/】 

白木雨量観測所

杠葉雨量観測所

浦島橋
水位観測所

花宗堰
水位観測所

黒木雨量観測所

辺春川水位観測所

船小屋水位観測所

船小屋
ライブカメラ

幸作橋水位観測所

安手橋
水位観測所

上庄
ライブカメラ

長島
ライブカメラ

渡里
ライブカメラ

瀬高雨量観測所

舞鶴雨量観測所

瀬高
水位観測所

幸作橋水位観測所

吹原雨量観測所

 

図-9.2 矢部川流域水文観測所位置図 
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３) 洪水予報  

矢部川は水防法第 10 条第 2項に基づき、洪水予報指定河川となり、「洪水予報」を発

表するようになり、福岡管区気象台と共同で洪水予報の発表を行い、流域への適切な情

報提供を実施している。水位の状況・水位予測や流域の雨量の状況・予測等を報道機関

を通じて一般住民に分かりやすく迅速に情報提供している。 



 9-7 

９－５ 危機管理の取り組み 

防災情報の活用、広域防災ネットワーク・情報ネットワークの構築等、ソフト対策の

充実を図り、自助・共助・公助が連携した危機管理対策プランを推進するため、水防連

絡会、洪水予報連絡会及び出前講座など様々な機会を通じて積極的に情報発信を行って

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１) 事前情報の提供 

日頃から水害に備えるための事前情報として、浸水想定区域図をもとに作成する洪水

ハザードマップがある。洪水ハザードマップは出水時の円滑かつ迅速な避難の確保を図

るためのツールとして、各世帯に配布したり一般へ周知することで、自分の住んでいる

地域がはん濫等により、どのような浸水被害を受けるのか認識を深めることができ、ま

た、緊急時の水防、避難活動等にも活用されている。 

 

●浸水想定区域図 

水防法の規定により河川がはん濫した場合に想定される浸水の状況を、シミュレー

ションにより求めたものを記載した地図である。 

矢部川においては、平成 14 年に矢部川本川の浸水想定区域図を作成している。 

●洪水ハザードマップ 

浸水想定区域図を基にして、浸水・はん濫情報等に避難場所、避難経路の位置、情

報入手先などの各種防災情報を具体的に表示した地図で、市町村が作成している。 

●水防情報図 

洪水時に重点的に巡視点検が必要な箇所など河川管理者や水防管理者（市町村）、水

防団・消防団等、水防関係者の水防活動に役に立つ情報を載せた地図である。 

矢部川水系では国管理区間について作成し、更新している。 

 

図-9.3 危機管理の取り組み様子 
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２)  災害時の被害を軽減させる方策 

矢部川下流部は低平地であるため計画規模を上回る洪水や高潮が発生した場合、被害

は甚大となる。このような災害に備えるためには、ソフト対策の充実の他、現存する治

水施設の有効活用や治水機能の維持も重要であると考えられる。 

河川堤防の管理用道路等は浸水域より高い位置にあるため、洪水時には、緊急輸送

路・避難路としても利用可能であり、河川堤防と主要地方道などと円滑なネットワーク

を構築することで大規模災害発生時において被害を最小限にすることも可能となる。 

沖端川との分派地点で福岡県が整備を進めている筑後広域公園においては二線堤を

活かした遊水機能が既に存在しているため、公園計画では浸水を踏まえた計画とされて

おり、引き続き二線堤を含めて一体管理されるよう取り組まれている。 

 

  

 

 

 

図-9.4 矢部川水系浸水想定区域図 
筑後川河川事務所ホームページ     
※http://www.qsr.mlit.go.jp/chikugo/bousai/03-sinsui/sinsui_soutei/index.html 
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３) 災害発生時の自治体への支援 

自治体が管理する河川等において、大規模な災害等が発生又は発生する恐れがある場

合には、必要に応じて災害対策用機器等の資機材や職員を派遣し、迅速に情報を収集・

提供し、また応急復旧等を緊急的に実施する場合には、必要に応じて応急復旧資材を提

供するなどの支援を行うこととしている。また、県の範囲を超えた大規模な災害等にも

適切に対応するため、広域的な視点から各県の防災計画の策定等にあたって、積極的に

参画、協力することとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筑後広域公園

：河川堤防

：二線堤

筑後広域公園

：河川堤防

：二線堤

：河川堤防

：二線堤

図-9.5 二線堤の事例（矢部川派川沖端川における遊水機能：筑後広域公園） 

 

 

 

図-9.6 防災ヘリコプター（はるかぜ）から土砂災害箇所の調査 
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第１０章 地域との連携

矢部川は、市街地を貫流し、流域住民のいこいの場として愛されており、地元住民の

矢部川に対する想いは大きく、かつ市街部における貴重な水と緑のオープンスペースと

して地域住民のニーズが高い状況にある。一方で、洪水による浸水被害への意識も高ま

っている。 

矢部川では河川に関する情報を、流域住民に幅広く提供、共有すること等により、河

川と流域住民とのつながりや流域連携の促進及び支援、河川愛護精神の醸成、環境教育

の支援並びに住民参加による河川管理を推進している。 


